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人
の
世
の
幸
せ
に
資
す
る
中
小
企
業
経
営
と
は

　

中
小
企
業
会
計
学
会
の
第
9
回
全
国
大
会
が
、

「
幸
せ
の
た
め
の
中
小
企
業
会
計
」
を
テ
ー
マ

に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
（
主
催
校
：
愛
知
学

院
大
学
）。
集
合
形
式
で
の
開
催
を
予
定
し
て
準

備
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
8
月
27
日
に
愛
知
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

急
遽
昨
年
と
同
じ
く
「Zoom

」
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催

へ
と
変
更
さ

れ
た
。

　

挙
手
機
能

や
W
e
b
上

の
質
問
フ
ォ

ー
ム
を
活
用

し
た
質
疑
応

答
も
実
施
さ

れ
、
双
方
向

の
運
営
が
な

さ
れ
た
大
会

と
な
っ
た
。

　

当
日
は
大
会
準
備
委
員
長
の
平
賀
正
剛
氏

（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、

河
﨑
照
行
学
会
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
会
員
総

会
が
ス
タ
ー
ト
。
冒
頭
、
河
﨑
会
長
か
ら
「
当

学
会
顧
問
の
平
松
一
夫
先
生
（
関
西
学
院
大
学
名

誉
教
授
）
が
昨
年
12
月
2
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
顧
問
の
神
森
智
先
生
（
松

山
大
学
名
誉
教
授
）
も
本
年
8
月
24
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
当
学
会
の
立
ち
上

げ
時
か
ら
大
変
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
、
1
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

会
員
総
会
の
最
後
に
は
、「
次
回
は
学
会
創

立
10
周
年
・
第
10
回
全
国
大
会
と
い
う
記
念
大

会
で
す
。
研
究
者
同
士
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と

が
学
会
活
動
お
よ
び
研
究
活
動
へ
の
原
動
力
に

も
な
り
ま
す
。
次
年
度
の
第
10
回
記
念
大
会
で

は
、
多
く
の
皆
さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
情

報
交
換
や
懇
親
を
深
め
ら
れ
る
場
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
た
。

　

会
員
総
会
に
続
い
て
、
中
小
企
業
庁
事
業
環

境
部
長
の
飯
田
健
太
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
中

小
企
業
政
策
と
中
小
企
業
会
計
に
つ
い
て
」
が

行
わ
れ
た
。
講
演
に
先
立
っ
て
、
坂
本
孝
司
学

会
副
会
長
が
飯
田
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
。

次
い
で
飯
田
氏
か
ら
、
①
中
小
企
業
政
策
の
全

体
像
②
中
小
企
業
会
計
の
重
要
性
③
認
定
経
営

革
新
等
支
援
機
関
の
役
割
④
最
近
の
中
小
企
業

施
策
の
動
向
─
─
に
つ
い
て
、
豊
富
な
レ
ジ
ュ

メ
に
基
づ
い
て
解
説
さ
れ
た
（
次
頁
以
下
）。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
工
藤
栄
一
郎
氏
（
西
南
学

院
大
学
教
授
）
の
司
会
の
も
と
、
統
一
論
題
報
告

「
幸
せ
の
た
め
の
中
小
企
業
会
計
」
が
行
わ
れ
、

次
の
三
つ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

1
．
幸
せ
の
た
め
の
分
配
志
向
的
損
益
計
算
／

和
田
博
志
氏
（
近
畿
大
学
教
授
）

2
．
中
小
企
業
管
理
会
計
と
分
配
の
多
様
性
／

水
野
一
郎
氏
（
関
西
大
学
教
授
）

3
．
中
小
企
業
の
事
業
承
継
型
M
&
A
、
そ
の

期
待
さ
れ
る
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
／
大
山　

修
氏
（
公
認
会
計
士
）（
※
詳
細
は
47
─
48
頁
）

　

こ
の
中
で
水
野
氏
は
、「
中
小
企
業
管
理
会

計
と
分
配
の
多
様
性
」
で
、「
中
小
企
業
会
計

は
中
小
企
業
管
理
会
計
が
根
幹
と
な
る
」
と
指

摘
し
た
上
で
、
①
限
界
利
益
に
よ
る
損
益
分
岐

点
分
析
②
付
加
価
値
に
よ
る
生
産
性
と
分
配
性

の
分
析
─
─
の
両
方
の
機
能
が
活
用
で
き
る
も

の
と
し
て
、
変
動
損
益
計
算
書
の
有
用
性
を
強

調
し
た
。

（
T
K
C
出
版　

篠
原
い
づ
み
）

中
小
企
業
会
計
学
会　

第
9
回
全
国
大
会
が

「
幸
せ
の
た
め
の
中
小
企
業
会
計
」を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
る

■
と
き
：
令
和
3
年
9
月
18
日
㈯

（上段：河﨑照行会長、下段左から：久田英詞監事、山本清尊監事、平賀正剛
実行委員長、坂本孝司副会長）
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1
．
期
待
さ
れ
る
効
果

事
業
承
継
型
M
&
A
の
効
果
と
し

て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。

売
り
手
側
の
効
果
と
し
て
は
、
①

事
業
の
廃
業
を
回
避
で
き
る
、
②
従

業
員
の
雇
用
や
取
引
先
と
の
関
係
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
③
オ
ー

ナ
ー
経
営
者
は
株
式
売
却
等
に
よ
り

株
式
を
現
金
化
で
き
、
も
し
く
は
相

続
税
の
納
税
資
金
の
確
保
が
で
き
る
。

買
い
手
側
の
効
果
と
し
て
は
、
①

事
業
が
有
し
て
い
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
等
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、

②
自
社
の
事
業
と
の
関
係
に
お
い
て
、

シ
ェ
ア
拡
大
や
収
益
力
向
上
等
─
─

の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
で
き
る
。

確
か
に
短
期
的
に
は
前
記
の
よ
う

な
効
果
は
あ
る
が
、
長
期
的
に
日
本

経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
な
い
か
。

今
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
生
産
年
齢
人
口
が
逓
減
し
て
い

る
た
め
、
シ
ニ
ア
の
活
用
や
女
性
の

活
躍
推
進
の
就
業
へ
の
取
り
組
み
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え

る
。事

業
承
継
型
M
&
A
は
、
企
業
が

積
み
上
げ
て
き
た
事
業
価
値
の
継
承

と
新
陳
代
謝
に
よ
る
経
営
の
活
性
化

の
観
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
承
継
型
M
&
A
は
、「
経
営

者
の
高
齢
化
等
を
背
景
に
、
事
業
を

継
続
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
行
う

M
&
A
を
い
う
」（
中
小
企
業
庁
の

中
小
M
&
A
推
進
計
画
）
と
定
義
さ

れ
て
い
て
、
廃
業
に
よ
る
事
業
価
値

の
喪
失
回
避
の
観
点
か
ら
の
定
義
づ

け
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、M
&
A

に
よ
る
事
業
承
継
に
は
、
自
身
の
人

生
設
計
の
選
択
や
よ
り
良
い
経
営
者

を
求
め
て
進
ん
で
事
業
を
譲
渡
す
る

場
合
も
あ
り
、
経
営
の
活
性
化
の
観

点
か
ら
は
こ
れ
ら
も
事
業
承
継
型
M 

&
A
に
含
め
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

近
年
、
中
小
企
業
の
M
&
A
が
右

肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

主
な
理
由
と
し
て
、
廃
業
に
よ
る

事
業
価
値
の
喪
失
回
避
や
生
産
性
、

成
長
性
の
向
上
へ
の
貢
献
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
も
生
産

性
を
高
め
る
に
は
企
業
規
模
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
、

M
&
A
に
よ
り
中
小
企
業
の
規
模
を

大
き
く
す
る
方
策
を
積
極
的
に
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
企
業
は
、
資
金
力
や
組
織
力
が

あ
る
た
め
製
品
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
化

に
優
れ
る
反
面
、
新
し
い
こ
と
へ
の

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
や
柔
軟
性
に

劣
る
こ
と
が
あ
る
。

中
小
企
業
は
、
逆
に
ス
ピ
ー
ド
や

革
新
性
を
発
揮
す
る
に
は
優
位
で
あ

る
が
、
大
量
生
産
、
低
コ
ス
ト
化
と

い
っ
た
市
場
化
に
は
劣
る
面
が
あ
る
。

大
企
業
と
中
小
企
業
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
、
M
&
A
に
よ

り
中
小
企
業
を
集
約
し
て
規
模
を
大

き
く
す
る
だ
け
で
は
、
生
産
性
の
向

上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
な
い
か
。

中
小
企
業
の
問
題
は
、
規
模
の
問

題
で
は
な
く
、
経
営
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
経

営
の
新
陳
代
謝
が
行
わ
れ
ず
、
本
来

の
強
み
で
あ
る
は
ず
の
革
新
性
や
環

境
変
化
対
応
の
ス
ピ
ー
ド
力
が
発
揮

中
小
企
業
の
事
業
承
継
型
M
&
A
、

そ
の
期
待
さ
れ
る
効
果
と
課
題
に
つ
い
て

公
認
会
計
士
　
大
山
　
修
氏

統一論題報告（要旨）



48

叫
ば
れ
て
い
る
。

一
方
で
は
、
従
前
か
ら
日
本
は
起

業
率
が
欧
米
先
進
国
の
10
％
前
後
に

比
較
し
て
5
％
弱
程
度
と
低
く
、
新

陳
代
謝
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
欧

米
並
み
に
10
％
台
に
す
る
こ
と
が
政

策
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

起
業
率
が
低
い
理
由
と
し
て
、
日

本
人
の
保
守
的
な
国
民
性
や
資
金
調

達
の
困
難
さ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

起
業
し
た
あ
と
の
出
口
戦
略
の
選
択

肢
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
寿
命
が
延
び
た
今
、

定
年
後
も
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か

し
た
新
た
な
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
と

い
う
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
は
一
定
数

い
る
し
、
生
活
に
密
着
し
た
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
を
S
N
S
等
で
紹
介
し
て

い
る
女
性
も
多
い
。
起
業
の
出
口
戦

略
と
し
て
の
事
業
承
継
型
M
&
A
が

広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
若

者
だ
け
で
な
く
、
潜
在
的
な
意
欲
の

あ
る
シ
ニ
ア
や
女
性
の
起
業
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
効
果
が
期

待
で
き
る
の
で
な
い
か
。

理
士
法
に
は
第
33
条
の
2
に
規
定
す

る
書
面
添
付
制
度
が
あ
る
。
書
面
添

付
制
度
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
決

算
書
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
広
く
普
及
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

④
中
小
企
業
が
採
用
す
る
会
計
基
準

の
普
及
促
進

財
務
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行

っ
た
と
き
に
は
、
決
算
書
を
企
業
会

計
基
準
に
従
っ
た
処
理
に
修
正
す
る

こ
と
が
あ
る
。
退
職
給
付
引
当
金
や

賞
与
引
当
金
な
ど
は
修
正
す
る
場
合

が
多
い
が
、
固
定
資
産
の
減
損
会
計

や
資
産
除
去
債
務
な
ど
の
将
来
予
測

を
必
要
と
す
る
見
積
り
項
目
を
ど
こ

ま
で
修
正
す
べ
き
か
判
断
に
迷
う
こ

と
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
I
F
R
S
、

日
本
基
準
の
企
業
会
計
基
準
、
中
小

会
計
指
針
、
中
小
会
計
要
領
な
ど
の

会
計
基
準
が
併
存
し
て
お
り
複
雑
す

ぎ
る
状
況
に
あ
る
と
思
う
。

中
小
企
業
に
は
、
取
得
原
価
主
義

を
中
心
と
す
る
中
小
会
計
要
領
の
普

及
を
促
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

■

2
．
課
題
に
つ
い
て

ご
支
援
す
る
立
場
か
ら
以
下
の
課

題
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

①
M
&
A
に
よ
る
事
業
承
継
を
支
援

す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
経

営
者
の
「
気
づ
き
」
へ
の
啓
蒙

E
U
で
は
事
業
承
継
は
起
業
の
一

形
態
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
親

族
以
外
へ
の
承
継
を
前
提
と
し
た
企

業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
や
仲
介
コ

ス
ト
の
負
担
な
ど
多
様
な
支
援
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
も
事
業
承

継
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

や
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
強
化
な
ど
支
援
強
化
が
図
ら
れ
て

き
て
い
る
。
今
後
は
経
営
者
の
「
気

づ
き
」
へ
の
啓
蒙
活
動
が
重
要
に
な

る
。

②
M
&
A
支
援
会
社
の
職
業
倫
理
の

保
持
と
専
門
的
知
見
の
確
保

中
小
企
業
の
M
&
A
件
数
の
増
加

に
伴
い
、
M
&
A
仲
介
等
の
支
援
会

社
も
増
え
て
き
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
支
援
業
務
に
つ
い
て
免
許

等
の
条
件
は
な
い
。
そ
の
た
め
業
務

内
容
の
質
や
報
酬
の
決
め
方
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
M
&
A
へ
の
抵
抗
感

の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
M
 & 

A
仲
介
業
の
場
合
、
マ
ッ
チ
ン
グ
情

報
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
主
で
あ
り
、

売
り
手
と
買
い
手
の
双
方
か
ら
報
酬

を
得
る
た
め
、
利
益
相
反
取
引
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。

国
は
2
0
2
1
年
中
に
M
&
A
支

援
機
関
の
登
録
制
度
を
創
設
し
、

「
中
小
M
&
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

遵
守
宣
言
を
登
録
要
件
と
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
M
&
A
支
援

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
見
だ
け
で
な
く
、

会
計
、
税
務
、
法
務
等
の
知
識
が
必

須
で
あ
る
。
専
門
的
知
見
を
有
し
、

継
続
的
に
研
鑽
す
る
仕
組
み
が
必
要

と
考
え
る
。

③
決
算
書
の
信
頼
性
の
確
保

中
小
企
業
の
決
算
書
は
通
常
は
外

部
監
査
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、
信

頼
性
に
欠
け
る
場
合
が
あ
る
。
多
く

の
企
業
が
公
認
会
計
士
監
査
を
受
け

る
の
が
本
来
は
望
ま
し
い
が
、
監
査

人
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
約
も
あ
り
、

現
実
に
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
日
本
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
企

業
に
は
税
理
士
の
関
与
が
あ
り
、
税


